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呼吸器内科に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のに通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の過去に通院・入院されたことのある）のに通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の通院・入院されたことのある）の

患者さんまたはご家族の方へさんまたは過去に通院・入院されたことのある）のご家族の方へ家族の方への方へへ

（臨床研究に関する情報公開）に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の関する情報公開）

京都第二赤十字病院　呼吸器内科に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のでは過去に通院・入院されたことのある）の、下記の臨床研究を実施しております。この研究下記の臨床研究を実施しております。この研究の臨床研究に関する情報公開）を実施しております。この研究実施しております。この研究しております。この研究に関する情報公開）

は過去に通院・入院されたことのある）の患者さんまたはご家族の方へさんの日常診療で得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られているで得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られているられた診療で得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られている録（カルテ）情報、下記の臨床研究を実施しております。この研究手術および検査で得られているおよび検査で得られている検査で得られているで得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られているられている

腫瘍検体を用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査を実施しております。この研究用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査います。なお、下記の臨床研究を実施しております。この研究本研究に関する情報公開）の実施しております。この研究に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のあたり京都府立医科に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の大学医学倫理審査で得られている

委員会および京都第二赤十字病院臨床研究審査委員会の審査を受け、研究機関の長より適および検査で得られている京都第二赤十字病院臨床研究に関する情報公開）審査で得られている委員会および京都第二赤十字病院臨床研究審査委員会の審査を受け、研究機関の長より適の審査で得られているを実施しております。この研究受け、研究機関の長より適け、下記の臨床研究を実施しております。この研究研究に関する情報公開）機関の長より適より適

切な研究であると承認されています。な研究に関する情報公開）であると承認されています。されています。

この研究に関する情報公開）に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の関するお問い合わせなどがありましたら、以下の「お問い合わせ先」へご照い合わせなどがありましたら、以下の「お問い合わせ先」へご照わせなどがありましたら、下記の臨床研究を実施しております。この研究以下の「お問い合わせなどがありましたら、以下の「お問い合わせ先」へご照い合わせなどがありましたら、以下の「お問い合わせ先」へご照わせ先」へご照」へご家族の方へ照

会および京都第二赤十字病院臨床研究審査委員会の審査を受け、研究機関の長より適ください。

研究に関する情報公開）課題名

EGFR-L858R 変異を有する肺がんの腫瘍内不均一性がを実施しております。この研究有する肺がんの腫瘍内不均一性がする肺がんの腫瘍内不均一性ががんの腫瘍内不均一性がが EGFR チロシンキナーゼ阻害薬阻害薬

の治療で得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られている効果にあたえる影響を明らかにする後方視的研究に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のあたえる影響を明らかにする後方視的研究を実施しております。この研究明らかにする後方視的研究らかに通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のする後方へ視的研究に関する情報公開）

研究に関する情報公開）の目的

　この研究に関する情報公開）は過去に通院・入院されたことのある）の、下記の臨床研究を実施しております。この研究EGFR 遺伝子変異を有する肺がんの腫瘍内不均一性が陽性が肺がんの腫瘍内不均一性ががんと診断され、され、下記の臨床研究を実施しております。この研究EGFR チロシンキナーゼ阻害薬阻害薬

（EGFR-TKI）の初回治療で得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られているとしてオシメルチニブの治療を受けた患者さんを研究の対象にの治療で得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られているを実施しております。この研究受け、研究機関の長より適けた患者さんまたはご家族の方へさんを実施しております。この研究研究に関する情報公開）の対象にに通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の

しています。その目的は過去に通院・入院されたことのある）の、下記の臨床研究を実施しております。この研究オシメルチニブの治療を受けた患者さんを研究の対象にの治療で得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られている効果にあたえる影響を明らかにする後方視的研究に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の関係する肺がん患者さんの特徴する肺がんの腫瘍内不均一性ががん患者さんまたはご家族の方へさんの特徴

を実施しております。この研究調べるためのものです。その結果、将来、より有効な治療が行えるようになることがべるためのものです。その結果にあたえる影響を明らかにする後方視的研究、下記の臨床研究を実施しております。この研究将来、下記の臨床研究を実施しております。この研究より有する肺がんの腫瘍内不均一性が効な治療で得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られているが行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査えるように通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のなることが

期待されます。されます。

研究に関する情報公開）の方へ法対象にとなる方へに通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のついて

2013 年 4 月 1 日から 2021 年 3 月 31 日に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の当院で手術および検査で得られている検体を用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査を実施しております。この研究用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査いて EGFR 遺伝子変異を有する肺がんの腫瘍内不均一性が陽

性が肺がんの腫瘍内不均一性ががんと診断され、され、下記の臨床研究を実施しております。この研究その後、下記の臨床研究を実施しております。この研究2018 年 9 月 1 日から 2022 年 2 月 28 日に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の EGFR-TKI の初

回治療で得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られているとしてオシメルチニブの治療を受けた患者さんを研究の対象にに通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のよる治療で得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られているを実施しております。この研究開始された方。された方へ。

研究に関する情報公開）期間： 臨床研究に関する情報公開）審査で得られている委員会および京都第二赤十字病院臨床研究審査委員会の審査を受け、研究機関の長より適承認されています。後から 2024 年 3 月 31 日

方へ法

当院に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のおいて EGFR-TKI の初回治療で得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られているとしてオシメルチニブの治療を受けた患者さんを研究の対象にに通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のよる治療で得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られているを実施しております。この研究受け、研究機関の長より適けられた方へ

で、下記の臨床研究を実施しております。この研究診療で得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られている録（カルテ）より以下の情報を実施しております。この研究取得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られているします。また、下記の臨床研究を実施しております。この研究過去に通院・入院されたことのある）のの手術および検査で得られているおよび検査で得られている検査で得られているで得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られている

た腫瘍検体を用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査も取得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られているし検査で得られているを実施しております。この研究行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査います。薬剤の効果と取得した情報の関連性を分析し、薬の効果にあたえる影響を明らかにする後方視的研究と取得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られているした情報の関連性がを実施しております。この研究分析し、薬し、下記の臨床研究を実施しております。この研究薬
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が効果にあたえる影響を明らかにする後方視的研究を実施しております。この研究示す患者さんの特徴について調べます。す患者さんまたはご家族の方へさんの特徴に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のついて調べるためのものです。その結果、将来、より有効な治療が行えるようになることがべます。

研究に関する情報公開）に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査いる試料・情報に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のついて

情報：施しております。この研究設内登録番号、下記の臨床研究を実施しております。この研究年齢、下記の臨床研究を実施しております。この研究性が別、下記の臨床研究を実施しております。この研究喫煙歴、下記の臨床研究を実施しております。この研究既往歴、下記の臨床研究を実施しております。この研究患者さんまたはご家族の方へさんの状態、下記の臨床研究を実施しております。この研究肺がんの腫瘍内不均一性ががんの種

類・進行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査度、下記の臨床研究を実施しております。この研究転移の有無・部位、術後再発までの期間、遺伝子変異情報、オシメの有する肺がんの腫瘍内不均一性が無・部位、下記の臨床研究を実施しております。この研究術および検査で得られている後再発までの期間、遺伝子変異情報、オシメまでの期間、下記の臨床研究を実施しております。この研究遺伝子変異を有する肺がんの腫瘍内不均一性が情報、下記の臨床研究を実施しております。この研究オシメ

ルチニブの治療を受けた患者さんを研究の対象にの治療で得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られている効果にあたえる影響を明らかにする後方視的研究、下記の臨床研究を実施しております。この研究有する肺がんの腫瘍内不均一性が害事象に、下記の臨床研究を実施しております。この研究検体を用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査採取日・部位・方へ法　など

試料：診断され、時、下記の臨床研究を実施しております。この研究再発までの期間、遺伝子変異情報、オシメ時に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の採取された腫瘍組織の残余検体の残余検体を用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査

個人情報の取り扱いについていに通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のついて

患者さんまたはご家族の方へさんの測定結果にあたえる影響を明らかにする後方視的研究、下記の臨床研究を実施しております。この研究カルテ情報を実施しております。この研究この研究に関する情報公開）に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の使用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査する際は、氏名、生年月日などのは過去に通院・入院されたことのある）の、下記の臨床研究を実施しております。この研究氏名、下記の臨床研究を実施しております。この研究生年月日などの

患者さんまたはご家族の方へさんを実施しております。この研究直ちに特定できる情報は削除し研究用の番号を付けて取り扱います。患者さちに通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の特定できる情報は過去に通院・入院されたことのある）の削除し研究用の番号を付けて取り扱います。患者さし研究に関する情報公開）用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査の番号を実施しております。この研究付けて取り扱います。患者さけて取り扱いについています。患者さんまたはご家族の方へさ

んと研究に関する情報公開）用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査の番号を実施しております。この研究結び検査で得られているつける対応表のファイルにはパスワードを設定し、インターのファイルに通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のは過去に通院・入院されたことのある）のパスワードを設定し、インターを実施しております。この研究設定し、下記の臨床研究を実施しております。この研究インター

ネットに接続できないパソコンに保存します。このパソコンが設置されている部屋は、に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の接続できないパソコンに保存します。このパソコンが設置されている部屋は、できないパソコンに通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の保存します。このパソコンが設置されている部屋は、します。このパソコンが設置されている部屋は、されている部屋は、は過去に通院・入院されたことのある）の、下記の臨床研究を実施しております。この研究

入室が管理されており、第三者が立ち入ることができません。が管理されており、下記の臨床研究を実施しております。この研究第三者さんまたはご家族の方へが立ち入ることができません。

臨床検体を用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査の解析し、薬のために通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の、下記の臨床研究を実施しております。この研究株式会および京都第二赤十字病院臨床研究審査委員会の審査を受け、研究機関の長より適社モルフォテクノロジーに試料の一部が提供されまモルフォテクノロジーに通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の試料の一部が提供されまされま

す。これらの検体を用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査は過去に通院・入院されたことのある）の研究に関する情報公開）用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査の番号を実施しております。この研究つけて取り扱いについてうため、下記の臨床研究を実施しております。この研究あなたの個人情報が外部に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の漏

れることがないよう配慮されます。されます。

また、下記の臨床研究を実施しております。この研究この研究に関する情報公開）の成果にあたえる影響を明らかにする後方視的研究を実施しております。この研究発までの期間、遺伝子変異情報、オシメ表のファイルにはパスワードを設定し、インターしたり、下記の臨床研究を実施しております。この研究それを実施しております。この研究元に特許等の申請をしたりする場合にもに通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の特許等の申請をしたりする場合にもの申請をしたりする場合にもを実施しております。この研究したりする場合わせなどがありましたら、以下の「お問い合わせ先」へご照に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のも、下記の臨床研究を実施しております。この研究

患者さんまたはご家族の方へさんが特定できる情報を実施しております。この研究使用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査することは過去に通院・入院されたことのある）のありません。

なお、下記の臨床研究を実施しております。この研究この研究に関する情報公開）で得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られているられた情報は過去に通院・入院されたことのある）の研究に関する情報公開）代表のファイルにはパスワードを設定し、インター者さんまたはご家族の方へ（京都府立医科に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の大学大学院呼吸器内科に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の学

准教授 山田忠明らかにする後方視的研究）の責任の下、厳重な管理を行い、患者さんの情報などが漏洩しないよの下、下記の臨床研究を実施しております。この研究厳重な管理を行い、患者さんの情報などが漏洩しないよな管理を実施しております。この研究行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査い、下記の臨床研究を実施しております。この研究患者さんまたはご家族の方へさんの情報などが漏洩しないよしないよ

うプライバシーの保護には細心の注意を払います。に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のは過去に通院・入院されたことのある）の細心の注意を払います。の注意を払います。を実施しております。この研究払います。います。

情報の保存します。このパソコンが設置されている部屋は、および検査で得られている二次利用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のついて

カルテから抽出した情報は原則としてこの研究のために使用し結果を発表したあとはした情報は過去に通院・入院されたことのある）の原則としてこの研究のために使用し結果を発表したあとはとしてこの研究に関する情報公開）のために通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の使用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査し結果にあたえる影響を明らかにする後方視的研究を実施しております。この研究発までの期間、遺伝子変異情報、オシメ表のファイルにはパスワードを設定し、インターしたあとは過去に通院・入院されたことのある）の、下記の臨床研究を実施しております。この研究

京都府立医科に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の大学呼吸器内科に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の教室が管理されており、第三者が立ち入ることができません。に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のおいて准教授 山田忠明らかにする後方視的研究の管理の下、下記の臨床研究を実施しております。この研究入退室が管理されており、第三者が立ち入ることができません。管理がさ

れた呼吸器内科に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の教室が管理されており、第三者が立ち入ることができません。内の施しております。この研究錠可能な場所において適切に保存し、な場所において適切に保存し、に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のおいて適切な研究であると承認されています。に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の保存します。このパソコンが設置されている部屋は、し、下記の臨床研究を実施しております。この研究10 年間保存します。このパソコンが設置されている部屋は、させていた

だいた後、下記の臨床研究を実施しております。この研究研究に関する情報公開）用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査の番号等の申請をしたりする場合にもを実施しております。この研究削除し研究用の番号を付けて取り扱います。患者さし、下記の臨床研究を実施しております。この研究個人情報に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の十分注意を払います。して廃棄します。また、このします。また、下記の臨床研究を実施しております。この研究この

研究に関する情報公開）で得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られているられた試料は過去に通院・入院されたことのある）の原則としてこの研究のために使用し結果を発表したあとはとしてこの研究に関する情報公開）のために通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の使用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査し結果にあたえる影響を明らかにする後方視的研究を実施しております。この研究発までの期間、遺伝子変異情報、オシメ表のファイルにはパスワードを設定し、インターしたあとは過去に通院・入院されたことのある）の、下記の臨床研究を実施しております。この研究 5 年

間保管し、下記の臨床研究を実施しております。この研究適切な研究であると承認されています。に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の廃棄します。また、このします。

なお、下記の臨床研究を実施しております。この研究本研究に関する情報公開）で得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られているられた試料・情報は過去に通院・入院されたことのある）の将来新たな研究を行う際の貴重な試料・情報とたな研究に関する情報公開）を実施しております。この研究行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査う際は、氏名、生年月日などのの貴重な管理を行い、患者さんの情報などが漏洩しないよな試料・情報と

して、下記の臨床研究を実施しております。この研究前述の保管期間を超えて保管し、新たな研究に利用させていただく場合がありまの保管期間を実施しております。この研究超えて保管し、新たな研究に利用させていただく場合がありまえて保管し、下記の臨床研究を実施しております。この研究新たな研究を行う際の貴重な試料・情報とたな研究に関する情報公開）に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の利用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査させていただく場合わせなどがありましたら、以下の「お問い合わせ先」へご照がありま

す。その際は、氏名、生年月日などのに通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のは過去に通院・入院されたことのある）の、下記の臨床研究を実施しております。この研究あらためてその研究に関する情報公開）計画を京都府立医科大学医学倫理審査委員会で審を実施しております。この研究京都府立医科に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の大学医学倫理審査で得られている委員会および京都第二赤十字病院臨床研究審査委員会の審査を受け、研究機関の長より適で審

査で得られているし承認されています。を実施しております。この研究得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られているます。
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研究に関する情報公開）組織の残余検体

研究に関する情報公開）責任の下、厳重な管理を行い、患者さんの情報などが漏洩しないよ者さんまたはご家族の方へ、下記の臨床研究を実施しております。この研究研究に関する情報公開）代表のファイルにはパスワードを設定し、インター（統括）者さんまたはご家族の方へ

京都府立医科に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の大学　呼吸器内科に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の教室が管理されており、第三者が立ち入ることができません。　准教授　　　     山田　忠明らかにする後方視的研究

共同研究に関する情報公開）機関（50音順）

　金沢医科に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の大学病院　　 呼吸器外科に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の　教授　　　　　　　浦本　秀隆

京都第一赤十字病院　 化学療で得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られている法部　副部長より適　          塩津　伸介

京都第二赤十字病院　 呼吸器内科に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の　部長より適　            竹田　隆之

市立大津市民病院　　 呼吸器内科に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の　診療で得られた診療録（カルテ）情報、手術および検査で得られている部長より適          竹村　佳純

　

　業務委託機関（50音順）

株式会および京都第二赤十字病院臨床研究審査委員会の審査を受け、研究機関の長より適社モルフォテクノロジーに試料の一部が提供されまモルフォテクノロジー　代表のファイルにはパスワードを設定し、インター取締役　　　　　 船山　貴智

お問い合わせなどがありましたら、以下の「お問い合わせ先」へご照い合わせなどがありましたら、以下の「お問い合わせ先」へご照わせ先」へご照

患者さんまたはご家族の方へさんのご家族の方へ希望があれば参加してくださった方々の個人情報の保護や、研究の独創があれば参加してくださった方々の個人情報の保護や、研究の独創参加してくださった方々の個人情報の保護や、研究の独創してくださった方へ々の個人情報の保護や、研究の独創の個人情報の保護には細心の注意を払います。や、下記の臨床研究を実施しております。この研究研究に関する情報公開）の独創

性がの確保に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の支障が生じない範囲内で、研究計画及び実施方法についての資料を入手又はが生じない範囲内で、下記の臨床研究を実施しております。この研究研究に関する情報公開）計画を京都府立医科大学医学倫理審査委員会で審及び実施方法についての資料を入手又はび検査で得られている実施しております。この研究方へ法に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のついての資料を実施しております。この研究入手又はは過去に通院・入院されたことのある）の

閲覧することができますので、希望される場合はお申し出下さい。することができますので、下記の臨床研究を実施しております。この研究希望があれば参加してくださった方々の個人情報の保護や、研究の独創される場合わせなどがありましたら、以下の「お問い合わせ先」へご照は過去に通院・入院されたことのある）のお申し出した情報は原則としてこの研究のために使用し結果を発表したあとは下さい。

また、下記の臨床研究を実施しております。この研究試料・情報が当該研究に関する情報公開）に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の用いて行います。なお、本研究の実施にあたり京都府立医科大学医学倫理審査いられることに通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のついて患者さんまたはご家族の方へさんもしくは過去に通院・入院されたことのある）の患者さんまたはご家族の方へさんの

代理人の方へに通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のご家族の方へ了承いただけない場合わせなどがありましたら、以下の「お問い合わせ先」へご照に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）のは過去に通院・入院されたことのある）の研究に関する情報公開）対象にとしませんので、下記の臨床研究を実施しております。この研究2022 年 9 月 31 日ま

でに通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の下記の臨床研究を実施しております。この研究の連絡先」へご照までお申出した情報は原則としてこの研究のために使用し結果を発表したあとはください。その場合わせなどがありましたら、以下の「お問い合わせ先」へご照でも患者さんまたはご家族の方へさんに通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の不利益が生じることはが生じることは過去に通院・入院されたことのある）の

ありません。

　●京都第二赤十字病院の連絡先」へご照：

京都第二赤十字病院　呼吸器内科に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の

職・氏名：部長より適・竹田　隆之

住所において適切に保存し、：〒602-8026 京都市上京区釜座通丸太町上ル春帯町 355-5

TEL：075-231-5171（代）　FAX：075-256-3451（代）

　●研究に関する情報公開）代表のファイルにはパスワードを設定し、インター機関の連絡先」へご照：

京都府立医科に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の大学　呼吸器内科に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の

職・氏名：准教授・山田　忠明らかにする後方視的研究

住所において適切に保存し、：〒602-8566 京都市上京区河原町通広小路上る梶井町 465

TEL：075-251-5513　 FAX：075-251-5376


